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THE 不登校
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Take me out of the school

cover illustration:Rosie Ball

文部科学省発表の「令和5年度 児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上
の諸課題に関する調査結果の概要」によると不登校児童の総数は11年連
続で増加、過去最多となっている。ちなみに、不登校とは、文部科学省の定
義では"心理的、情緒的、身体的あるいは社会的要因・背景により、登校しな
いあるいはしたくともできない状況にあるために年間30日以上欠席した者の
うち、病気や経済的な理由による者をのぞいたもの"となっている。
今号ではその年々増加の一途を辿っている不登校について考えてみたいと
思う。
そのきっかけは、編集部の周辺でも不登校児童がいる家庭が増えているとい
う話を聞いたからだ。商売人の子、会社員の子、ライターや写真家の子、フリ
ーランスの両親の子、様々な状況の家庭で不登校児童がいる。それは自分た
ちが親になったことも大きく関係しているとは思うものの、社会問題としての
認識もたかまっているように思う。かくいう小誌編集長の子も不登校だ。
とはいえ、実際に当事者になってみるまで、それがどのような状況なのかはわ
からない。つまり知らないことが多すぎるということも今回取り上げてみたい
と思った理由でもある。当事者になって初めて知る悩みや思考に加えて、不
登校というと何か後ろめたい、そんな気持ちにもなるだろう。実際に、不登校
児童本人もそう思っているところが少なからずあるようだ。
そこで、学校に行かないということがそもそもどのようなことなのか、不登校は
後ろめたいことなのか、みんなにとって学校とは？ などの考えるきっかけにな
ればと、不登校児童の親、不登校経験者、学校の先生、そして、不登校児童
を中心にいろんな人たちと話してみた。
さて、みなさんにとって学校って？　不登校とはどういうことなのか、一緒に考
えてみましょう。
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